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スピーチ発
はっぴょうかい
表会 第
だい
33期
き
日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
コース修
しゅう
了
りょう
式
し き
Welcome Party
2クローサー～ブラジルと日
に
本
ほん
を異
こと
なる視
し
点
てん
からみる～
人
にん
間
げん
発
はっ
達
たつ
科
か
学
がく
研
けん
究
きゅう
科
か
　教
きょう
員
いん
研
けん
修
しゅう
留
りゅう
学
がく
生
せい
M
マルティンス
ARTINS　D
ド ス
OS　S
サ ン ト ス
ANTOS　N
ナ ガ オ
AGAO　B
ブ レ ナ
RENA　C
カ ル ラ
ARLA
母
ぼ
国
こく
（ブラジル）の大
だいがく
学で人
じん
文
ぶん
科
か
学
がく
部
ぶ
2 年
ねんせい
生の時
とき
、マイク・ニコ
ルズ監
かんとく
督の『クローサー』という映
えい
画
が
についてのある発
はっ
表
ぴょう
を見
み
ま
した。発
はっ
表
ぴょう
者
しゃ
は心
しん
理
り
学
がく
の先
せん
生
せい
で、その映
えい
画
が
に登
とう
場
じょう
する夫
ふう
婦
ふ
の関
かん
係
けい
について分
ぶんせき
析をしていました。先
せん
生
せい
は夫
ふう
婦
ふ
の関
かん
係
けい
について「夫
ふう
婦
ふ
が一
いっしょ
緒にいるときお互
たが
いが近
ちか
すぎると欠
けっ
点
てん
が見
み
えてきます。夫
ふう
婦
ふ
が別
わか
れる時
とき
、関
かん
係
けい
性
せい
が遠
とお
くなり、相
あい
手
て
の欠
けっ
点
てん
が見
み
えなくなって
きて、以
い
前
ぜん
の恋
れん
愛
あい
関
かん
係
けい
が理
り
想
そう
的
てき
に思
おも
え、もう一
いち
度
ど
一
いっしょ
緒にいたくな
ります。その点
てん
をよく観
かん
察
さつ
してみてください。」と述
の
べられました。
「近
ちか
い」と「遠
とお
い」の状
じょう
態
たい
によっては、恋
れん
愛
あい
関
かん
係
けい
の見
み
え方
かた
が変
か
わっ
てくるということが分
わ
かりました。それは、留
りゅう
学
がく
に対
たい
しても似
に
たよ
うなことがあると考
かんが
えます。
日
に
本
ほん
に留
りゅう
学
がく
する前
まえ
、ブラジルで日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
や日
に
本
ほん
の教
きょう
育
いく
に関
かん
してのポジティブな現
げん
地
ち
情
じょう
報
ほう
が何
なん
度
ど
か放
ほう
送
そう
されたことがありま
す。私
わたし
はそれを目
め
にして日
に
本
ほん
は完
かん
璧
ぺき
な国
くに
だというイメージを持
も
っ
ていました。教
きょう
育
いく
制
せい
度
ど
、治
ち
安
あん
、時
じ
間
かん
厳
げん
守
しゅ
、相
あい
手
て
に迷
めい
惑
わく
をかけたり、
傷
きず
付
つ
けたりしないように配
はい
慮
りょ
すること、このようなことを母
ぼ
国
こく
と比
くら
べたときに日
に
本
ほん
はすばらしいと感
かん
動
どう
しました。外
がい
国
こく
には、私
わたし
が考
かんが
えたような日
に
本
ほん
の文
ぶん
化
か
が伝
つた
わっているので、多
おお
くの人
ひと
たちは日
に
本
ほん
に対
たい
して私
わたし
と同
おな
じようなイメージがあると思
おも
います。
来
らい
日
にち
した当
とう
初
しょ
は、自
じ
分
ぶん
のイメージ通
どお
りの日
に
本
ほん
を感
かん
じましたが、
少
すこ
しずつこの理
り
想
そう
的
てき
観
かん
点
てん
が変
か
わってきました。
一
いち
年
ねん
半
はん
の留
りゅう
学
がく
のおかげで日
に
本
ほん
を近
ちか
くから見
み
ることができて、先
せん
進
しん
国
こく
でも問
もん
題
だい
があることが分
わ
かってきました。ブラジルと同
おな
じよう
だとは言
い
いませんが、日
に
本
ほん
にも時
じ
間
かん
を守
まも
らない人
ひと
がいて、教
きょう
育
いく
に
関
かん
する問
もん
題
だい
もあり、犯
はん
罪
ざい
もあります。そして、多
た
数
すう
の日
に
本
ほん
人
じん
が相
あい
手
て
に迷
めい
惑
わく
をかけたり、傷
きず
付
つ
けたりしないように気
き
を付
つ
けていても、
親
した
しい間
あいだ
柄
がら
であまりにも丁
てい
寧
ねい
な言
い
い方
かた
をすると逆
ぎゃく
によそよそしく感
かん
じさせる場
ば
面
めん
も少
すく
なくありません。日
に
本
ほん
に留
りゅう
学
がく
する機
き
会
かい
を得
え
たお
かげで、日
に
本
ほん
の問
もん
題
だい
が分
わ
かり、日
に
本
ほん
人
じん
と日
に
本
ほん
に暮
くら
らす外
がい
国
こく
人
じん
が
素
す
晴
ば
らしい日
に
本
ほん
を保
たも
つため努
ど
力
りょく
し、苦
く
労
ろう
していることも感
かん
じました。
留
りゅう
学
がく
する前
まえ
はブラジルに対
たい
して不
ふ
満
まん
を口
くち
にした私
わたし
ですが、今
いま
遠
とお
く離
はな
れてみてからはブラジルを恋
こい
しく感
かん
じ始
はじ
めました。あちら
にある素
す
晴
ば
らしい自
し
然
ぜん
、安
やす
くて新
しん
鮮
せん
なジュ スーが簡
かん
単
たん
に買
か
えるこ
と、ブラジル人
じん
の自
じ
発
はつ
性
せい
を重
じゅう
視
し
するポジティブな考
かんが
え方
かた
などそれ
ぞれの良
よ
さがみえてきました。自
じ
国
こく
に経
けい
済
ざい
や社
しゃ
会
かい
問
もん
題
だい
が多
おお
くても、
ブラジルが進
しん
歩
ぽ
するためたくさんの人
ひと
が頑
がん
張
ば
っていることを理
り
解
かい
し始
はじ
めました。
留
りゅう
学
がく
をして留
りゅう
学
がく
先
さき
の国
くに
を知
し
ること、そして母
ぼ
国
こく
を遠
とお
くから見
み
つ
め直
なお
すことで、それぞれの国
くに
への視
し
点
てん
が変
か
わります。すぐにでも
帰
き
国
こく
し、ブラジルを楽
たの
しみたいという思
おも
いもありますが、日
に
本
ほん
を
離
はな
れ、日
に
本
ほん
が遠
とお
くなったら、この国
くに
で出
で
来
き
た友
とも
達
だち
、料
りょう
理
り
、素
す
晴
ば
らしい景
け
色
しき
を恋
こい
しく感
かん
じると思
おも
います。近
ちか
くにいると分
わ
からない
ことが、距
きょ
離
り
を置
お
くことで理
り
解
かい
することができる、まさに映
えい
画
が
『ク
ローサー』を見
み
たときに感
かん
じた気
き
持
も
ちを思
おも
い出
だ
させてくれました。
そういえば、『クローサー』という映
えい
画
が
をみなさんご存
ぞん
知
じ
ですか。
Enjoying the life and study in Japan
生
せいめい
命融
ゆうごう
合科
か
学
がく
教
きょう
育
いく
部
ぶ
認
にん
知
ち
・情
じょう
動
どう
脳
のう
科
か
学
がく
専
せんこう
攻博
はく
士
し
課
か
程
てい
3年
ねん
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Since I was a little child, I always had this passion about science 
and I had a feeling that I wanted to know more. After that I was 
lucky to be selected to be a student at the faculty of pharmacy 
Cairo University, one of the greatest Universities in the middle East, 
which increased my interest in Science and knowledge, I chose to 
continue my career as a researcher in the biochemistry field in the 
same University. In that career I have had experienced conducting 
research in interesting aspects and passing on my experience and 
passion about science to my students. My passion was growing 
more and more day by day so I started looking for more. I consider 
myself a very lucky person to be accepted in Professor Inokuchi 
Laboratory at University of Toyama, one of the most reputable 
laboratories in Japan and the world over. Having been given the 
chance to conduct a high quality of research using the most recent 
techniques; receiving advanced training under the supervision 
of skilled colleagues; reading and presenting highly commended 
scientific journals indeed helped me a lot and satisfied my passion 
about Science. 
Moreover, the Japanese culture was a very interesting topic 
for me. I wanted to know more about it because I had so many 
inquiries about the Japanese customs and traditions, since there 
was a famous TV program broadcasted in Egypt for consecutive 
30 days, named “KHAWATER”. It showed the Japanese daily life 
situations from the school systems and children to the grown 
people in their offices, and how they are very kind and honest 
people. During the show, the presenter used to call Japan: “the 
Japanese planet” describing that Japan is so unique because of its 
culture and high morals. This made me more excited to come and 
experience all these splendid moments. However, upon arriving 
in Japan, I was even more surprised by how great and insightful 
the Japanese culture is and everything I saw in the TV program 
was true and actually reflecting the real life style in Japan, thus, 
assuring me that it was not  just a TV show. 
However, the fact that I didn’t study the Japanese language in 
Egypt before coming to Japan was certainly a big issue because 
学生からのメッセージ
がくせい
3I faced some problems upon arriving that I couldn’t deal with 
by myself. This included finishing my paper documents for the 
University or even my daily shopping. In fact, this was little 
disturbing for me at first because being a Muslim, we have our 
special food for instance we can’t eat pork and drink alcohol, 
in addition to our meat and chicken which must be “HALAAL”. 
Therefore, this was a burden at first but after getting used to the 
people and the language, I could find the places that had this type 
of food.
Last but not the least, I am now a 3rd year student and expecting 
to graduate next year and return to Egypt. I have a lot of mixed 
feelings varying from excitement that I will return to my country 
and getting to meet my family and friends. I am also low-spirited 
for having to leave this beautiful country and the kindest people 
on Earth behind. However, I'm sure that in my first vacation I will 
come to visit Japan again and bring my family also to see the 
magnificent life that I've been living for the past three years.
動
うご
くこと、そして、目
もく
標
ひょう
を持
も
つこと
人
じん
文
ぶん
学
がく
部
ぶ
人
じん
文
ぶん
学
がっ
科
か
2年
ねん
長
ながさわ
澤　祐
ゆ
佳
か
何
なに
をしたら良
よ
いのかわからないのは、何
なに
もしていないから。こ
れは私
わたし
がこの 1 年
ねんかん
間で学
まな
んだことです。大
だい
学
がく
に入
はい
るまでの私
わたし
の海
かい
外
がい
経
けい
験
けん
と言
い
えば修
しゅう
学
がく
旅
りょ
行
こう
くらいのものでしたが、入
にゅう
学
がく
後
ご
、1 年
ねん
生
せい
の春
しゅん
季
き
休
きゅう
暇
か
は語
ご
学
がく
研
けん
修
しゅう
でアメリカに、2 年
ねん
生
せい
の夏
か
季
き
休
きゅう
暇
か
中
ちゅう
には研
けん
修
しゅう
で韓
かん
国
こく
に行
い
きました。そしてこの春
はる
には JICA の「グローバル
人
じん
材
ざい
」の育
いく
成
せい
支
し
援
えん
のための大
だい
学
がく
生
せい
国
こく
際
さい
協
きょう
力
りょく
フィールド・スタディー
でラオスに行
い
きます。1 年
ねん
という期
き
間
かん
でこんなに海
かい
外
がい
に行
い
くように
なるとは、以
い
前
ぜん
の私
わたし
なら思
おも
ってもみませんでした。
もともと将
しょう
来
らい
は国
こく
際
さい
協
きょう
力
りょく
の仕
し
事
ごと
がしたいと考
かんが
えていましたが、
実
じっ
際
さい
何
なに
をすればよいのかもわからない状
じょう
態
たい
でした。しかし動
うご
いて
みると、思
おも
いもしなかった道
みち
が広
ひろ
がっていきました。まず国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターに来
く
るようになって留
りゅう
学
がく
生
せい
の友
ゆう
人
じん
ができたことで、海
かい
外
がい
がとても身
み
近
ぢか
に感
かん
じられるようになりました。悩
なや
んだときにはセ
ンターで相
そう
談
だん
にのってもらうことも多
おお
くありました。現
げん
在
ざい
は国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
サークル PARTNERS でサークル長
ちょう
として活
かつ
動
どう
しています。今
こん
回
かい
の JICA の研
けん
修
しゅう
も、国
こく
際
さい
関
かん
係
けい
論
ろん
を学
まな
ぶ中
なか
で JICA に興
きょう
味
み
を持
も
ち、
活
かつ
動
どう
に参
さん
加
か
するうちに研
けん
修
しゅう
の存
そん
在
ざい
を知
し
り、応
おう
募
ぼ
するに至
いた
りました。
いま、将
しょう
来
らい
のビジョンがはっきりしているかといえばそんなこと
はありません。しかし、以
い
前
ぜん
と違
ちが
うことは、段
だん
々
だん
と目
め
の前
まえ
に達
たっ
成
せい
したい目
もく
標
ひょう
が増
ふ
えてきていることです。近
ちか
い目
もく
標
ひょう
は、今
こ
年
とし
の夏
なつ
か
ら留
りゅう
学
がく
に行
い
くこと、もう少
すこ
し先
さき
の目
もく
標
ひょう
は、海
かい
外
がい
の大
だい
学
がく
院
いん
に進
しん
学
がく
することです。目
もく
標
ひょう
を持
も
てば、今
いま
何
なに
をすればいいのかが明
めい
確
かく
になっ
てきます。
動
うご
いてみなければわからないことは多
おお
くあります。みなさんも大
だい
学
がく
の外
そと
に、日
に
本
ほん
の外
そと
にどんどん出
で
てみて下
くだ
さい。やりたいことや
目
もく
標
ひょう
がきっと見
み
つかります。
研
けん
究
きゅう
留
りゅう
学
がく
のすゝめ
理
り
学
がく
部
ぶ
化
か
学
がく
科
か
4年
ねん
前
まえじま
島　昂
たか
弥
や
「英
えい
語
ご
の習
しゅう
得
とく
は国
こく
内
ない
でもなんとかなる。」この言
こと
葉
ば
は、ある化
か
学
がく
系
けい
の教
きょう
授
じゅ
に言
い
われた言
こと
葉
ば
です。もともと、英
えい
語
ご
で会
かい
話
わ
すらでき
ない状
じょう
態
たい
だった私
わたし
が、今
いま
ここで記
き
事
じ
を書
か
かせて頂
いただ
いていること自
じ
体
たい
、驚
おどろ
きを隠
かく
せません。ここでは、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターでの留
りゅう
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
から、「トビタテ！留
りゅう
学
がく
JAPAN 日
に
本
ほん
代
だい
表
ひょう
プログラム第
だい
４期
き
生
せい
」として研
けん
究
きゅう
留
りゅう
学
がく
するまでを想
そう
起
き
すると共
とも
に、「このような
留
りゅう
学
がく
・交
こう
流
りゅう
のカタチ」もあるのか、と思
おも
って頂
いただ
ければ幸
さいわ
いです。
私
わたし
は、理
り
学
がく
部
ぶ
で化
か
学
がく
を学
まな
んでおり、今
こん
春
しゅん
から修
しゅう
士
し
課
か
程
てい
に進
しん
学
がく
します。私
わたし
が専
せん
攻
こう
している「化
か
学
がく
」と「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
」はあまり関
かん
係
けい
がないように感
かん
じられますが、 「未
み
知
ち
のものに対
たい
する好
こう
奇
き
心
しん
」とい
う視
し
座
ざ
は一
いっ
貫
かん
していました。
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターには、海
かい
外
がい
のビジネスプランコンテストの相
そう
談
だん
で訪
おとず
れたのが初
はじ
めてでした。そこでは留
りゅう
学
がく
生
せい
と話
はなし
をする機
き
会
かい
があ
り、海
かい
外
がい
は日
に
本
ほん
と全
ぜん
然
ぜん
違
ちが
うなと衝
しょう
撃
げき
を受
う
けたものでした。そのよ
うな出
で
来
き
事
ごと
を境
さかい
に、「もっと色
いろ
々
いろ
な国
くに
を知
し
りたい」と思
おも
うように
なり、留
りゅう
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
をし始
はじ
めました。しかし、なかなか意
い
思
し
疎
そ
通
つう
ができないことが多
おお
く、悔
くや
しい思
おも
いを抱
いだ
いていました。そこで、 
英
えい
語
ご
を積
せっ
極
きょく
的
てき
に勉
べん
強
きょう
するようになったところ、次
し
第
だい
に留
りゅう
学
がく
生
せい
と話
はな
せるようになりました。特
とく
に、スペインやペルー、ホンジュラス、ミャ
ンマー、カンボジアから来
き
た留
りゅう
学
がく
生
せい
（母
ぼ
国
こく
では学
がっ
校
こう
の先
せん
生
せい
で、教
きょう
育
いく
を学
まな
ぶために日
に
本
ほん
に留
りゅう
学
がく
）と毎
まい
日
にち
様
さま
々
ざま
なことを話
はな
したりしたこ
とはいい思
おも
い出
で
です。
そのような日
ひ
々
び
を過
す
ごしていると、留
りゅう
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
を他
ほか
の人
ひと
に
も広
ひろ
げたい、興
きょう
味
み
を持
も
っている人
ひと
の手
て
助
だす
けができたら、と思
おも
うよ
うになりました。その後
ご
、同
おな
じ考
かんが
えを持
も
つ仲
なか
間
ま
を集
あつ
め、学
がく
生
せい
と留
りゅう
学
がく
生
せい
が交
こう
流
りゅう
をするサークルを立
た
ち上
あ
げるまでになりました。
留
りゅう
学
がく
生
せい
からは多
おお
くのことを学
まな
びました。特
とく
に、母
ぼ
国
こく
で英
えい
語
ご
や留
りゅう
学
がく
先
さき
の言
こと
葉
ば
を習
しゅう
得
とく
した上
うえ
で、教
きょう
育
いく
や工
こう
学
がく
などの「目
もく
的
てき
」を持
も
っ
て留
りゅう
学
がく
するという姿
し
勢
せい
です。このような留
りゅう
学
がく
生
せい
と関
かか
わる中
なか
で、私
わたし
も研
けん
究
きゅう
をするために留
りゅう
学
がく
をしたいという気
き
持
も
ちが芽
め
生
ば
えました。
そこで、官
かん
民
みん
協
きょう
働
どう
で日
に
本
ほん
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
を支
し
援
えん
する、トビタテ ! 留
りゅう
学
がく
JAPAN 日
にっ
本
ぽん
代
だい
表
ひょう
プログラムに応
おう
募
ぼ
したところ、採
さい
用
よう
され、今
こ
年
とし
の夏
なつ
から留
りゅう
学
がく
することが決
き
まりました。
全
まった
く英
えい
語
ご
が話
はな
せなくても、日
に
本
ほん
で克
こく
服
ふく
することができます。そ
して、言
げん
語
ご
を手
しゅ
段
だん
として「目
もく
的
てき
」のために留
りゅう
学
がく
するという考
かんが
え方
かた
もあると思
おも
います。この投
とう
稿
こう
で、「こんな留
りゅう
学
がく
に対
たい
する考
かんが
え方
かた
も
あるのか」と気
き
づいて頂
いただ
けたなら嬉
うれ
しいです。
4国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター掲
けい
示
じ
板
ばん
（五
ご
福
ふく
キャンパス）
コンサルテーション
留
りゅう
学
がく
や国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
等
など
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の学
がく
生
せい
の
みなさん、気
き
軽
がる
にコンタクトしてください。
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
サークル PARTNERS
　４
し
月
がつ
にはWelcome Partyを企
き
画
かく
し、その後
ご
も毎
まい
月
つき
料
りょう
理
り
交
こう
流
りゅう
会
かい
等
など
を開
かい
催
さい
する予
よ
定
てい
です。
　催
もよお
しに関
かん
するポスターは国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター内
ない
に随
ずい
時
じ
掲
けい
示
じ
します。ホームページでも紹
しょう
介
かい
されますの
で、みなさんふるってご参
さん
加
か
ください。
※ PARTNERSとは、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
に通
かよ
う外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
と
日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
を目
もく
的
てき
として立
た
ち上
あ
げられた
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
サークルです。
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター内
ない
談
だん
話
わ
室
しつ
で行
おこな
われた Farewell Party
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のみなさん、海
かいがい
外へ
の留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指すみなさんを対
たい
象
しょう
に、相
そうだん
談に応
おう
じて
います。
担
たん
　　当
とう
：バハウ　サイモン　ピーター教
きょう
員
いん
実
じっ
施
し
日
にち
時
じ
：水
すい
　曜
よう
　日
び
　2限
げん
　　　　　火
か
・木
もく
曜
よう
日
び
　3限
げん
相
そう
談
だん
予
よ
約
やく
・問
とい
合
あ
わせは、下
か
記
き
事
じ
務
む
室
しつ
までご連
れん
絡
らく
く
ださい。
◆申
もうしこみ
込・問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎ 445-6106
　cier@adm.u-toyama.ac.jp
センターの２階
かい
には「留
りゅう
学
がく
情
じょう
報
ほう
資
し
料
りょう
室
しつ
」もあり
ます。
〈申
もうし
込
こみ
期
き
限
げん
〉2016年
ねん
4月
がつ
5
いつ
日
か
（火
か
）正
しょう
午
ご
まで
〈申
もうし
込
こみ
方
ほう
法
ほう
〉受
じゅ
講
こう
申
もうし
込
こみ
書
しょ
に必
ひつ
要
よう
事
じ
項
こう
を記
き
載
さい
のうえ、指
し
導
どう
教
きょう
員
いん
の推
すいせん
薦を得
え
て、所
しょ
属
ぞく
学
がく
部
ぶ
長
ちょう
（研
けん
究
きゅう
科
か
長
ちょう
・
教
きょう
育
いく
部
ぶ
長
ちょう
）を経
けい
由
ゆ
して、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター
長
ちょう
宛
あて
に提
てい
出
しゅつ
してください。
〈選
せん
考
こう
方
ほう
法
ほう
〉4月
がつ
5
いつ
日
か
（火
か
）午
ご ご
後２時
じ
から国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
セン
ターにおいて日
に
本
ほん
語
ご
レベルの測
そくてい
定のための
面
めんせつ
接を行
おこな
い、選
せんこう
考します。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
：☎445-6975（田
た
中
なか
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
富
と
山
や ま
大
だ い
学
が く
国
こ く
際
さ い
交
こ う
流
りゅう
センターは、外
が い
国
こ く
人
じ ん
留
りゅう
学
が く
生
せ い
の受
う け い れ
入・支
し
援
え ん
、学
が く せ い
生の海
か い
外
が い
留
りゅう
学
が く
の支
し
援
え ん
、海
か い
外
が い
学
が く
術
じゅつ
交
こ う
流
りゅう
協
きょう
定
て い
校
こ う
と
の学
が く
生
せ い
交
こ う
流
りゅう
に関
か ん
する連
れ ん ら く
絡・調
ちょう
整
せ い
、外
が い
国
こ く
人
じ ん
留
りゅう
学
が く
生
せ い
に対
た い
する日
に
本
ほ ん
語
ご
・日
に
本
ほ ん
事
じ
情
じょう
教
きょう
育
い く
、その他
た
の国
こ く
際
さ い
交
こ う
流
りゅう
に関
か ん
する諸
し ょ
業
ぎょう
務
む
、留
りゅう
学
が く
生
せ い
教
きょう
育
い く
・国
こ く
際
さ い
交
こ う
流
りゅう
に関
か ん
する調
ちょう
査
さ
及
お よ
び研
け ん
究
きゅう
などをその業
ぎょう
務
む
としています。
詳
く わ
しくはホームページをご覧
ら ん
ください。〈http://www.ier.u-toyama.ac.jp/〉
〈日
にち
　時
じ
〉　2016年
ねん
4月
がつ
7
なの
日
か
（木
もく
）12：00〜13：30
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
4階
かい
　A43番
ばん
教
きょうしつ
室
※日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
の受
じゅこう
講希
き
望
ぼう
者
しゃ
は、この
オリエンテーションに参
さん
加
か
してください。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎445-6271（小
お
木
ぎ
曽
そ
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
2016年
ねん
度
ど
前
ぜん
期
き
日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
オリエンテーション
※留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
の「交
こう
流
りゅう
」を目
もく
的
てき
とした見
けん
学
がく
です。
前
ぜん
期
き
第
だい
１回
かい
〈日
にち
　　時
じ
〉　2016年
ねん
5月
がつ
13日
にち
（金
きん
）12：15〜
〈見
けんがく
学場
ば
所
しょ
〉　新
しん
湊
みなと
大
おお
橋
はし
・海
かい
王
おう
丸
まる
パーク
前
ぜん
期
き
第
だい
２回
かい
〈日
にち
　　時
じ
〉　2016年
ねん
7月
がつ
8
よう
日
か
（金
きん
）13：00〜
〈見
けんがく
学場
ば
所
しょ
〉　岩
いわ
瀬
せ
方
ほう
面
めん
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　　☎445-6106　cier@adm.u-toyama.ac.jp
スタディ・エクスカーション
第
だい
34 期
き
 日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
コース　学
がく
内
ない
公
こう
募
ぼ
〈日
にち
　時
じ
〉　2016年
ねん
4月
がつ
13日
にち
（水
すい
）12：20〜12：50
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
3階
がい
　A32番
ばん
教
きょうしつ
室
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　　☎445-6972（副
そえ
島
じま
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
新
しん
規
き
来
らい
日
にち
留
りゅう
学
がく
生
せい
（非
ひ
正
せい
規
き
生
せい
）
オリエンテーション
